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2022年３月期第２四半期連結累計期間業績予想値と実績値との差異及び 

通期連結業績予想の修正並びに固定資産の譲渡に関するお知らせ 

 

2021年５月12日に公表いたしました2022年３月期第２四半期連結累計期間（2021年４月１日～2021年９月30

日）の業績予想値と、本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、最近の業績の動向等を踏まえ、2022年３月期通期（2021年４月１日～2022年３月31日）の業績予想につ

きましても下記の通り修正することといたしましたのでお知らせいたします。 

なお、これによる配当予想の変更はありません。 

 

記  

 

１．2022年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想値と実績値との差異 

（2021年４月１日～2021年９月 30日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に
帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
百万円 
140,000 

百万円 
4,500 

百万円 
4,000 

百万円 
1,000 

円 銭 
22.34 

今  回  実  績（Ｂ） 136,928 3,479 3,485 307 △3.21 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △3,071 △1,020 △514 △692     

増 減 率            （％） △2.2 △22.7 △12.9 △69.2     

（ご参考）前期実績 
（2021年３月期第２四半期） 

112,895 △2,120 △2,183 △5,083 △113.58 

 

２．2022年３月期通期連結業績予想の修正 

（2021年４月１日～2022年３月 31日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に
帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
百万円 
300,000 

百万円 
15,000 

百万円 
14,000 

百万円 
7,000 

  円 銭 
156.40 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 293,000 9,000 8,000 1,200 6.70 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △7,000 △6,000 △6,000 △5,800     

増 減 率            （％） △2.3 △40.0    △42.9 △82.9     

（ご参考）前期実績 
（2021年３月期） 

269,202 8,548 8,748 732 16.36 

 

（注）上記予想は、現時点において入手可能な情報に基づいておりますが、実際の業績等は今後様々な要因に 

より、予想数値と異なる可能性があります。 

 



 

 

 

差異及び通期連結業績予想修正の理由 

(1) 第２四半期連結業績予想値と実績値との差異の理由 

当第２四半期連結累計期間においては、当社グループが関連する自動車業界では半導体供給不足の影

響が深刻であり、当社グループの主要顧客である自動車メーカーの相次ぐ減産により受注が減少したことや、

新型コロナウイルス感染症の再拡大にともなうインド、ベトナムのロックダウンにより現地拠点での生産活動が

制限されたことなどから、連結売上高が当初の連結業績予想値に対し減収となりました。加えて、原材料価格

の大幅な高騰による材料費の上昇や世界的な物流網の混乱による輸送費の上昇により、連結営業利益、連

結経常利益ともに連結業績予想値に対し減益となりました。また、これらの結果、親会社株主に帰属する四半

期純利益につきましても連結業績予想値に対し減益となりました。 

  

(2) 通期連結業績予想の修正の理由 

当第２四半期連結累計期間の当社連結業績は、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けた前年同

期に比べ増収となり、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益ともに黒字に転換したもの

の、10月以降においても、半導体供給不足による自動車メーカーの減産が継続しており、原材料価格の上

昇、海上輸送費の上昇など当社連結業績を下押しする要因が継続していることから、2022年３月期通期の連

結売上高、連結営業利益、連結経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益が期初予想を下回る見込み

となりました。 

  
３．固定資産の譲渡のお知らせ 

当社は、2021年 11月 10日の取締役会におきまして、当社が所有する横浜研究開発センターの土地・建

物を売却することを決議いたしました。詳細は、以下の通りです。 

 

(1) 譲渡の理由 

 経営資源の効率化を図るため、以下の固定資産を譲渡することといたしました。 

 

(2) 譲渡資産の内容   

資産の名称及び所在地 譲渡価額 帳簿価額 譲渡益 現況 

横浜研究開発センター 

神奈川県横浜市戸塚区東俣野町 1760 

土地 10,611.41㎡ 

建物 9,866.94㎡（延床面積） 

 

1,231百万円 

 

325百万円 

 

906百万円 

 

研究所・事務所・

作業所・倉庫 

 

(3) 譲渡先の概要 

名称 大和ハウス工業株式会社 

所在地 大阪市北区梅田三丁目３番５号 

代表者の役職・氏名 代表取締役社長  芳井 敬一 

主な事業内容 建設業 

資本金 1,616億円（2021年３月 31日時点） 

設立年月日 1947年３月４日 

純資産 14,664億円（2021年３月 31日時点） 

総資産 33,200億円（2021年３月 31日時点） 

当社との関係 資本関係、人的関係、取引関係に特記すべき事項はありません。 

また、当社の関連当事者にも該当いたしません。 

 

 



 

 

(4) 譲渡の日程 

取締役会決議日    2021年 11月 10日 

譲渡契約締結日    2021年 11月 30日（予定） 

物件引渡期日      2022年 ３ 月 28日（予定） 

 

(5) 業績に与える影響 

当該固定資産譲渡にともない、2022年３月期第 4四半期会計期間に固定資産売却益 906百万円を特別

利益に計上する予定です。なお、当該固定資産の譲渡にともなう影響については、2022年３月期の連結業

績予想に織り込み済です。 

 
 

以 上 


